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【ごあいさつ】

【ブラジルの日本語教育あれこれ】
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★
　みなさんのお手元にこれが届くころには、わたし（三浦）はもう帰国

の途についています。3月26日の、このメルマガでも何度もお知らせし

た、「カラオケキャラバン全伯イベント」が終了した翌日、27日の飛行

機に乗る予定です。

　3月19日の三浦の最後のセミナーには60人近くのかたがたにお集ま

りいただきました。セミナー後のパーティでもたくさんのかたがたとお

別れの挨拶をしました。何人かの先生方には送別のおことばをいただい

たりもしました。感無量でした。うれしかったです。ありがとうござい

ました。

　今回は、わたしが3年間ブラジルに滞在してあれこれ考えたことを記

したいと思います。どうか最後までお付き合いください。
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　国際交流基金サンパウロ日本文化センターで働く15名の職員は全員、

日本語とポルトガル語を自由に操るバイリンガルの優秀な方々です。こ

れがブラジルの特徴であって、他の国の事務所ではなかなかこうはいき

ません。詳しくはわかりませんが、ブラジルにある、他の日系企業でも

同じような状況ではないでしょうか。二ヶ国語を使って仕事をするとい

うのは並大抵のことではありませんが、それをふつうにこなしている人

がブラジルには大勢いるわけです。これだけ多くの日本語とポルトガル

語のバイリンガルが育った背景にはどんな秘密があるのでしょうか。

　ご存知のように、ブラジルの日本語教育はブラジルに移り住んだ日本

人によって日本人子弟（日系人子弟）に対しておこなわれ、よりよい日

本人になるためという強固な理念の下、進められてきました。1908年に

ブラジルへの日本からの移民が開始されて以来、この理念に基づく日本

語理念教育は日系社会の実情や子どもたちの背景が様々な形で変わっ

てきている中でも、各地の日系コミュニティの日本語学校で綿々と続け

られてきました。こういった先達の、様々な時代背景を克服したたゆま

ない努力の結果、ブラジルでは多くの日系子弟が日本語とポルトガル語

のバイリンガルに育っているわけです。

　これは素晴らしいことだと思います。世界に向けて大いに胸をはれる、

誇れる事実だと、わたしは思います。家庭で日本語を使いながらブラジ

ルの学校ではポルトガル語を話し、一方で日本語学校ではボランティア

の先生方から日本語の読み書きを習得するという、先生も生徒たちもな

かなか大変なことをずっと続けてこられたわけです。現在のブラジルの

日本語教育の基礎は、この日本語理念教育の長い歴史の上に築かれたと

いっても、過言ではありません。

　しばらく前から各地の日本語学校で、いろいろな環境の変化がおこっ

てきました。日本人ではない、2世、3世世代の親の数が増え、家の中

で日本語を使う家庭が減ってきたのです。家庭言語として日本語を使い

、社会生活言語としてポルトガル語を使うというバイリンガル育成のた

めの環境が崩れてきたといえましょう。また一方で、日本の伝統文化、

武道や漢字、最近ではポップカルチャーと呼ばれるアニメやまんがの影

響で、大勢の、日系ではないブラジル人が日本語学習の場に参加してき

ました。いまでは非日系の優秀なブラジル人日本語教師も増加傾向にあ

りますよね。

　わたしはブラジルにいる3年間、日本語教育、特に海外で行なう日本

語教育とはいったいなんだろう、ということを考え続けてきました。世

界ではいろいろなタイプの日本語教育が行なわれています。東アジア、

東南アジアなどの実践的で高度なコミュニケーション能力養成を目的

としたもの、文献読解を中心にした日本研究目的日本語教育、広範な地

域で行われている挨拶程度の日本語と現代日本文化を学ぶ教養の日本

語、最近急激にその数を増している、在日外国人を抱える日本国内の地

域の日本語教室で行なわれている、生きていくための日本語学習など、

様々なものがあります。これらを考え合わせて、わたしはブラジルの日

本語教育を「入り口の日本語」と名づけました。

ブラジルの日本語学校で行われている、特に子どもたちを対象にした

日本語教育は、動機付けの面でいろいろ難しい側面があります。子ども

たちに「なぜ日本語なのか」を説明するのが、昔と違って難しくなって

きているということです。みなさんも教室で一生懸命日本語の会話を勉

強しても、「それでどこで使うの？」といわれると返事に困ったという

ご経験があるかもしれません。

しかし、最初にもいいましたが、ブラジルで日本語が使えるというこ

とはいろいろな可能性が広がるということだと思います。たくさんのバ

イリンガルの方々が素晴らしい仕事をなさっています。大学で日本語・

日本文化・日本文学を専攻して研究者になる道も開けています。もちろ

ん日本へ留学してその道のエキスパートになっている人も大勢います。

子どものときに最初に入った日本語学校で、日本が、日本人が、好きに

なってもっと勉強したいという気持ちになったら、その子にはいろんな

可能性への第一歩が開けたということにならないでしょうか。

この意味で学習者が最初にそのドアをたたく学校、つまり「入り口」

がとても重要になるのではないかと、わたしは思うのです。先生方には

それぞれ得意なことがあると思います。習字が上手な方、会話の授業が

得意な人、漢字検定1級の先生、歌が上手な先生。「入り口」では学習

者（子どもたち）が先生といかに楽しく日本語を学べるかがカギになり

ます。そのためには先ず先生たちが楽しくなければいけません。先生が

楽しくなかったら教わっている学習者は絶対に楽しくないと思います。

ブラジルの日本語教育の「入り口」では、そこを担う先生方が、自分

の最も得意とするところを十分に生かして、本当に楽しい日本語学習が

できることが大切ではないでしょうか。そうなれば大勢の日本や日本語

が大好きな子どもたちが、様々な可能性に向かって巣立っていけると、

わたしは思うのです。

みなさん、またお会いできる日まで、しばらくさようならです。でも

このメルマガには時々登場する予定ですのでお忘れなく。三浦多佳史で

した。
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「すしテストクイズに答えてすし消しゴムをもらおう」

すしテストクイズは引き続き行っています。素敵な消しゴムですよ。日
本語教師お役立ち情報室 http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/　
で写真を見ることができます。下のクイズの答えと賞品の送り先を書い

て、どんどんご応募ください。先生だけでなく、学習者の方も応募でき

ますよ。

すしテストクイズ

Q-1：すしテストの漢字は全部で何字の中から出題されるでしょうか。

Q-2：すしテストで70点以上を取るともらえるおすしは5種類です。

その5種類の名前を全部答えてください。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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